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参考資料Ⅱ 

上位関連計画の整理について 

  

１）県総合計画の整理 

○ 県総合計画における理念等、関連事項を以下に抽出した。 

○ 県総合計画では、住みたい・住み続けたい人が増える、「活力があり、県民が日本一幸せな県」

の実現を掲げ、「豊かさ」（産業・自然等）、「安全性」（医療・防災等）、「人財」（教育・人権等）、

「夢・希望」（観光・魅力等）の４つの柱を示している。 

○ 土浦を含む県南、常磐線メトロフロントゾーンでは、東京との近接性、霞ケ浦・筑波山といっ

た自然と、それらと都市との調和を掲げている。 

 

「茨城県総合計画（2018-2020）」の整理 

 

1．基本理念 

「活力があり、県民が日本一幸せな県」 

人口減少時代を迎える中でも、県民一人ひとりが本県の輝く未来を信じ、「茨城に住みたい、

住み続けたい」人が大いに増えるような、「活力があり、県民が日本一幸せな県」の実現に挑

戦します。 

 

2．基本姿勢 

  基本理念に掲げる「活力があり、県民が日本一幸せな県」の実現に向けて、計画を推進する

ための基本的な姿勢を示す。 
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3．基本計画 

  基本理念に掲げる「活力があり、県民が日本一幸せな県」の実現に向けて、以下の 4 つのチ

ャレンジを推進する。 

新しい豊かさ 力強い産業の創出とゆとりある暮らしを育み、新しい豊かさを目指し

ます。 

新しい安全性 医療、福祉、治安、防災などの県民の命を守る生活基盤を築きます。 

新しい人材育成 茨城の未来をつくる「人材」を育て、日本一子供を産み育てやすい県

を目指します。 

新しい夢・希望 将来にわたって夢や希望を描ける県とするため、観光創生や魅力度向

上を図ります。 
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これらのうち、例えば「政策 20 活力を生むインフラと住み続けたくなるまち」として、つくば

エクスプレスの県内延伸・東京延伸、新たな移動手段の研究開発支援等が示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．地区区分 

「県南地域」のうちの「常磐線メトロフロントゾーン」 

県南地域 東京圏に近接する地域であり、科学技術拠点を形成する一方、筑波山

や霞ヶ浦などの豊かな自然を有している。 

常磐線メトロフロン

トゾーン 

東京圏との近接性を活かし、鉄道や高速道路によるネットワークの強

化を図りながら、自然と都市が調和した魅力的な生活環境を形成する。 
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5．行財政運営 

  基本理念に掲げる「活力があり、県民が日本一幸せな県」の実現に向けた全ての施策展開を

支える基盤として、今後 4年間における行財政運営の主な情報等を示すもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


